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統計 第 2回宿題 解答例 
（by TA 各務和彦） 
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問 2 
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注意：問題では とタイプミスしていました。しかし、これでは分布表

に値がないので分布表から答えを出すことはできません。 
( 7.72.3 << ZP )
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注意：問題では ( 4<XP )

)

とタイプミスしていました。これでは絶対値をはずすことがで

きません。 
 
問 3 
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問 4 （(2)を訂正：7/14/03） 
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(4) のとりうる値は 0, 1, 2, 3, 4, 5で とするとき、 YX + 50 ≤≤W
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(6)W  ( )3.0,5~ Bin
【解説】二項分布の再生性を確認する問題です。(2)は確率変数の関数の期待値を求める問
題で、期待値の定義を理解していれば難しくないはずです。(3)は独立な 2 つの確率変数の
同時確率（同時分布）を求める問題です。「独立」という概念を理解しているかどうかを問

うています。(4)については、Wの値に対応する Xと Yの全ての組み合わせを考え、それぞ
れの確率からWのとりうる値についての確率を求める、という別解もあります。 
 
問 5 （(4), (5)を修正：7/14/03） 

(1) ( )
5
14 ==XP  

(2) ( ) ( )
( ) 4

1

5
1
20
1

4
424|2 ==

=
=∩=

===
XP

XYPXYP  

(3) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )
( ) ( ) ( ) (
( ) ( )

)

300
77

5
1

5
1

5
1

4
1

5
1

3
1

5
1

2
1

5
10

55|2
44|233|2

22|211|22

=

×+×+×+×+×=

===+
===+===+

===+=====

XPXYP
XPXYPXPXYP

XPXYPXPXYPYP

 

(4) ( ) ( ) ( )
( ) ( )

( ) ( )

77
15

300
77

5
1

4
1

)2(
44|2

|2

44|22|4 5

1

=

×
=

=
===

=

===

===
===

∑
=

YP
XPXYP

iXPiXYP

XPXYPYXP

i

 

-3- 



2003年度 統計 宿題第２回  7/14/03（改訂版） 

-4- 

(5)(4)と同様にして ( )
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【解説】ベイズの定理についての基本的な問題です。X を条件とした時の Y の条件付確率
と Yの（無条件）確率から、Xと Yの同時確率を求められることを理解しているかどうか、
がこの問題の一つのキーポイントです。もう一つのポイントは「排反」(disjoint)という概
念を理解しているかどうかです。 
 

全体の講評 （by 竹内＆各務） 
 

問１、問２は計算のプロセスを含め、大体の人が正答でした。標準正規分布表の使い

方は大方習熟されたのではないかと思います。しかし、問３以降は、途中経過なしに答の

みを記した受講者が２割程度いました。この宿題は理解を深めるためのものですから、で

きるだけ解答に至るプロセスが分るような記述を心掛けてください。 

問３の一様分布の期待値の計算は、６～７割の正答率でした。期待値の定義をきちん

と理解していれば、積分計算だけで、それほど難しい問題ではない筈です。また問４の「二

項分布の再生性」に関する問題や、問５の「ベイズの定理」についての問題は正答率が５

割程度でした。よくわからなかった受講者は、この解答例や教科書で、充分に復習してく

ださい。 


